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第１４２回米子市農業委員会農地部会議事録  

 

招集年月日   平成２９年１月１０日（火） 

招 集 場 所   米子市役所旧庁舎 ６０３会議室 

開   会   午後１時３０分 

出席委員     １番 生田 英夫委員  2 番 森田 正敏委員  3 番 友森 一夫委員    4 番 吉澤 一誠委員   

         5 番 安達 卓是委員  6 番 森中 喜輝委員    7 番 田口 正廣委員  8 番 仲本 悟委員 

    9 番 小林 秀美委員   11 番 矢倉 篤實委員  12 番  山中 春夫委員  13 番 井田 律子委員 

 14 番 松林 貢委員     15 番 大縄 敬次委員  16 番 髙橋 敦美委員  17 番 三島 通政委員（部会長） 

欠   席    10 番 新納 勝美委員       

事 務 局   高西会長  池口事務局長  宅和係長  足立主幹  河野主幹  山本主幹  長谷川主任    

日   程   １ 農地法各条申請地現地調査 

２ 部会長あいさつ 

３ 議事録署名委員の指名 

 ４ 議事 

（１）農地法各条申請審議等 

ア 第４７号 農地法第３条第１項の規定による許可申請に対する許可について 

イ 第４８号 農地法第４条第１項の規定による許可申請に対する意見具申について 

ウ 第４９号 農地法第５条第１項の規定による許可申請に対する意見具申について 

エ 第５０号 米子市農用地利用集積計画の決定について 

オ 第５１号 農地中間管理事業の推進に関する法律に基づく農用地利用配分計画に係る意見照会に対する回 

答について 
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５ 報告事項  

（１）農地法第４条第１項第７号の規定による農地転用届出書の受理について 

（２）農地法第５条第１項第６号の規定による農地転用届出書の受理について 

（３）農地法第１８条第６項の規定による通知書の受理について 

（４）非農地現況証明について 

（５）農地等の現況に係る照会に対する調査結果について 

（６）農地転用現況確認書の交付について 

（７）県農業会議会議員の事務報告 

（８）その他 

 

 

議事開始   午後３時１０分 

 

議長（三島委員） 

現地調査に引き続き、第１４２回農地部会を開きます。 

そういたしますと、最初に、議事録署名委員について、慣例により議長が指名したいと思いますがよろしいでしょうか。それでは、議席

番号１１番の矢倉委員と、議席番号１２番の山中委員にお願いしたいと思います。また、本日の欠席は１０番の新納委員です。 

それでは、審議に入ります。初めに ３ぺ－ジ議案第４７号をお願いいたします。農地法第３条第１項の規定による許可申請に対する許

可について、下記申請について、農地法第３条第１項の規定により許可したいので議決を求めます。 

４ページ番号３２の赤井手について審議いたします。事務局から説明をお願いします。 

事務局（河野主幹） 

番号３２の赤井手について説明します。詳細は議案のとおりです。本件は、譲渡人が管理できないため、以前から譲受人に耕作してもら

っていたが、譲渡人からの要望により売買で農地を取得しようとするものです。取得後の経営面積は１２３アールとなります。別紙３条申
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請理由のとおり、農地法第３条第２項各号に該当しないため、許可要件のすべてを満たしていると考えます。提出書類に不備はございませ

んでしたので、ご審議よろしくお願いします。 

議長（三島委員） 

続きまして、地元委員さんには現地調査をお願いしております。地元委員さん何か報告がございますか。 

６番（森中委員） 

  現地調査をしましたら、管理されておりました。問題ありませんのでよろしくお願いします。 

議長（三島委員） 

ただいま、事務局説明と地元委員さんからの報告がございましたが、ご意見、ご質問等がございますか。 

そういたしますと採決をしたいと思います、異議のない方は、挙手をお願いいたします。挙手多数ということで異議なしと認め、許可と

決定いたします。 

議長（三島委員） 

続きまして、番号３３の八幡について審議いたします。事務局から説明をお願いします。 

事務局（河野主幹） 

番号３３の八幡について説明します。詳細は議案のとおりです。本件は、譲受人が当該農地を平成２８年７月に相続しましたが、耕作管

理することができないため、親同士が知り合いであった縁もあり、隣接耕作者の譲受人に売却したい旨の申し出をし、譲受人が売買により

農地を取得しようとするものです。取得後の経営面積は５４アールとなります。別紙３条申請理由のとおり、農地法第３条第２項各号に該

当しないため許可要件のすべてを満たしていると考えます。提出書類に不備はございませんでしたので、ご審議よろしくお願いします。 

議長（三島委員） 

続きまして、地元委員さんには現地調査をお願いしております。地元委員さん何か報告がございますか。 

９番（小林委員） 

耕作できないので、知人である譲受人に買って欲しいということで、売買により取得するということでございます。許可要件については、

問題ないと思います。 

議長（三島委員） 
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ただいま、事務局説明と地元委員さんからの報告がございましたが、ご意見、ご質問等がございますか。 

そういたしますと採決をしたいと思います、異議のない方は、挙手をお願いいたします。挙手多数ということで異議なしと認め、許可と決

定いたします。 

続きまして、番号３４の彦名町について審議いたします。事務局から説明をお願いします。 

事務局（河野主幹） 

番号３４の彦名町について説明します。本件は、譲渡人が売却を希望して、知人を介して買い手を探していたところ、近隣農地を借りて

耕作していた譲受人が、借りていた農地を年内に返すことになり、減反分を補うとともに規模拡大のため、農地を売買で取得しようとする

ものです。取得後の経営面積は１６０アールとなります。別紙３条申請理由のとおり、農地法第３条第２項各号に該当しないため許可要件

のすべてを満たしていると考えます。提出書類に不備はございませんでしたので、ご審議よろしくお願いします。 

議長（三島委員） 

続きまして、地元委員さんには現地調査をお願いしております。地元委員さん何か報告がございますか。 

７番（田口委員） 

  譲受人は近隣農地を借りて耕作していましたが、これを返却することになったため、たまたま知人から、農地を手放したいという人がい

るので買わないかという話があり、減反分を補うため農地１，４４７平方メートルを売買により取得するものです。本人と面談をしました

が、ニンジンを栽培したいとのことでした。認定農業者でもあります。許可要件については問題ないと思われますのでよろしくお願いしま

す。 

議長（三島委員） 

ただいま、事務局説明と地元委員さんからの報告がございましたが、ご意見、ご質問等がございますか。 

高西会長 

ちょっとお聞きしますけど、これはどの辺りかな。 

事務局（長谷川主任） 

北公園墓地の周りです。 

高西会長 
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いやあ、農地にしても○○円で安いので、将来的に転用できない場所だろうなと思って聞いてみましたが。幹線道路から入っているわけ

ですか。 

７番（田口委員） 

  入っています。 

高西会長 

  それなら、なかなか転用して利用する場所ではないわけですね。 

７番（田口委員） 

  譲渡人の事情もございまして、総合的に判断すれば止むを得ないかなと思います。 

高西会長 

  わかりました。 

議長（三島委員） 

そういたしますと採決をしたいと思います、異議のない方は、挙手をお願いいたします。挙手多数ということで異議なしと認め、許可と

決定いたします。 

続きまして、５ペ－ジ議案第４８号をお願いいたします。農地法第４条第１項の規定による許可申請に対する意見具申について下記申請

について、農地法施行令第７条第２項の規定により意見を具申したいので審議を求めます。 

６ページ番号７の尾高について、地元委員さんから説明をお願いいたします。 

１６番（髙橋委員） 

  地元委員は中本公平委員ですけど、代わりに説明します。 

申請者は、議案のとおりです。申請地は、尾高の田で１７１平米です。申請者は、市内の借家で生活している長男家族を住まわせるため、

自宅近くの自己所有農地に住宅を建築しようとしたものです。隣接耕作者の排水同意もあります。申請地は、３００メートル以内に山陰道

の出入口がある農地で、第３種農地に該当するものと思われます。伯仙地区は、都市計画区域外ですので開発許可は不要です。転用につい

ては、問題ないと思われますのでよろしくお願いします。中本委員よりも特に問題ないと聞いております。ご審議よろしくお願いします。 

議長（三島委員） 
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  ただ今、地元委員さんからの説明がありましたが、ご意見、ご質問等がございませんか。 

４番（吉澤委員） 

  摘要欄に駅・役場から３００メートル以内と書いてありますが、これは高速道路の入り口ですか。 

高西会長 

  事務局は、見る人が間違いやすいので、ここは直さないといけません。今回はいいけども。 

事務局（長谷川主任） 

失礼します。駅・役場等の中の等という表現の中に山陰道の出入口も含まれていますけど、すみません、わかりにくかったです。 

高西会長 

そういう意味じゃない。駅っていえば、長谷川君、お前どう思いますか。 

事務局（長谷川主任） 

ＪＲの駅です。 

高西会長 

でしょう。ＪＲの駅はこんなところにはないわけですから、駅というのは頭から抜いておいて。 

事務局（長谷川主任） 

気を付けます。 

議長（三島委員） 

他にございませんか。そういたしますと採決をしたいと思います、異議のない方は、挙手をお願いいたします。 

挙手多数ということで異議なしと認め、許可申請は適当である旨の意見を付すことといたします。 

続きまして、７ペ－ジ、議案第４９号をお願いいたします。 

 農地法第５条第１項の規定による許可申請に対する意見具申について下記申請について、農地法第５条第３項において準用する、第４条

第３項の規定により意見を具申したいので審議を求めます。 

８ページ番号８５の夜見町について、審議いたします。地元委員さんから説明をお願いいたします。 

３番（友森委員） 
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  今日、現地調査をしたところです。先月も隣を駐車場ということで許可してもらったわけですが、今度は、家を建てるということで隣を

買われるみたいです。申請者は議案のとおりです。申請地は夜見町の田で３１４平方メートルです。申請者は、市内のアパートに家族４人

で住んでいますが、狭くなってきたため申請地に住宅の建設を計画したものです。土地改良区、実行組合の排水同意もあります。申請地は、

他の農地区分に該当しない農地で、小集団の生産力の低い農地であることから、第２種農地に該当すると思われます。開発許可は都市計画

法第３４条第１１号に該当する見込みです。転用については、問題ないと思われますのでよろしくお願いします。 

議長（三島委員） 

ただ今、地元委員さんからの説明がありましたが、ご意見、ご質問等がございませんか。 

そういたしますと採決をしたいと思います、異議のない方は、挙手をお願いいたします。挙手多数ということで異議なしと認め、許可申

請は適当である旨の意見を付すことといたします。 

 続きまして、番号８６の古豊千について地元委員さんから説明をお願いいたします。 

６番（森中委員） 

  申請者は議案のとおりです。申請地は古豊千の田で１，０５７平方メートルです。申請者は売電収入を見込み、申請地を買い入れて太陽

光発電施設の建設をしようとするものです。土地改良区、隣接耕作者、実行組合の排水同意もあります。申請地は、３００メートル以内に

インターチェンジがある農地であり、第３種農地に該当するものと思われます。太陽光発電施設の建設については開発許可が不要です。転

用については問題ないと思います。よろしくお願いします。 

議長（三島委員） 

ただ今、地元委員さんからの説明がありましたが、ご意見、ご質問等がございませんか。 

そういたしますと採決をしたいと思います、異議のない方は挙手をお願いいたします。挙手多数ということで異議なしと認め、許可申

請は適当である旨の意見を付すことといたします。 

続きまして、番号８７と番号８８の八幡について、関連しますので一括して審議したいと思います。地元委員さんから説明をお願いい

たします。 

 

９番（小林委員） 
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  ８７と８８番の説明をいたします。申請者は議案のとおりです。申請地は八幡の田で面積は、８７番が３５平方メートル、８８番が２９

８平方メートルです。申請者は、隣接している雑種地にコンビニを出すため、申請地に来客用の駐車場を整備しようとするものです。隣接

耕作者、実行組合の排水同意もあります。申請地は、住宅・公共施設が連たんしている区域に隣接する農地で、その規模が１０ヘクタール

未満であることから、第２種農地に該当すると思われます。開発許可は、コンビニ敷地を含め、都市計画法第３４条第９号に該当すること

を確認しております。転用については問題ないと思います。よろしくお願いします。 

議長（三島委員） 

ただ今、地元委員さんからの説明がありましたが、ご意見、ご質問等がございませんか。 

そういたしますと採決をしたいと思います、異議のない方は、挙手をお願いいたします。挙手多数ということで異議なしと認め、許可申

請は適当である旨の意見を付すことといたします。 

続きまして、９ページ番号８９の東八幡について審議します。地元委員さんから説明をお願いいたします。 

６番（森中委員） 

８９の東八幡について説明します。現地調査した場所ですけども、東八幡の田で面積は１，３１８．４３平方メートルです。申請者は売

電収入を見込んで申請地に太陽光発電施設を計画したものです。土地改良区、隣接耕作者、実行組合の排水同意もあります。申請地は、他

の農地区分に該当しない農地で小集団の生産力の低い農地であり、第２種農地に該当すると思われます。転用については問題ないと思いま

す。よろしくお願いします。 

議長（三島委員） 

ただ今、地元委員さんからの説明がありましたが、ご意見、ご質問等がございませんか。 

そういたしますと採決をしたいと思います、異議のない方は、挙手をお願いいたします。挙手多数ということで異議なしと認め、許可申

請は適当である旨の意見を付すことといたします。 

続きまして、番号９０の高島について審議します。地元委員さんから説明をお願いいたします。 

６番（森中委員） 

９０番について説明します。今日、現地調査したところです。申請地は、高島の田で面積は１，０９５平方メートルです。申請者は、管

理している太陽光発電施設の管理の際の作業用駐車場及び資材置場として利用するために便利であることから、申請地に資材置場及び駐
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車場の整備を計画されたものです。土地改良区の同意、隣接耕作者の同意、実行組合の排水同意もあります。申請地は、他の農地区分に

該当しない農地で第２種農地に該当すると思われます。開発許可も必要ないことを確認しております。転用については問題ないと思いま

す。よろしく審議をお願いします。 

議長（三島委員） 

ただ今、地元委員さんからの説明がありましたが、ご意見、ご質問等がございませんか。 

高西会長 

  ちょっと聞いてみますけども。９０番の○○さんは資材置場が必要だっていうけど、将来はメガソーラーでもする考えでおられるわけか

な。 

６番（森中委員） 

  これは、あそこの８９番の業者と９０番の資材置場と駐車場をやろうとする業者が同じ業者で、まだまだ、そこら辺にあれば拡げたいと

いう考えを持っているということです。 

高西会長 

  ○○さんという人は、個人でやっておられるわけですか太陽光を。 

６番（森中委員） 

  ○○です。 

高西会長 

  ○○さんという人は、それなら代表者ですか。 

事務局（山本主幹） 

  個人です。 

高西会長 

  会社って言っておられるから。 

事務局（山本主幹） 

  いや、それは資材置場が会社です。 
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高西会長 

  いいや、８９番のって言われたので。 

事務局（山本主幹） 

  ○○が元で太陽光は作りますけども、売電収入は個人。 

高西会長 

  誰がこの太陽光は事業者になっているのですか。 

事務局（山本主幹） 

  ○○です。いや、○○さんです。 

事務局（宅和係長） 

  失礼します。今、番号８９番と９０番とありまして、８９番の太陽光発電は○○さんで、審議は終わったところです。 

高西会長 

  いや、終わったのは分かっています。９０番は、○○さんていう人が、建設されると思いますが、請けられて。そのために、ソーラーの

色々な材料を置くのに土地を取得されているなと思ったので。それで将来は、資材置場が必要なかったら○○さんも太陽光の事業をされる

のかなって聞いたら、まだこれからのっていうことで、それで８９番も法人だと言われたので、それが、○○さんっていう個人で出ている

ので、この人は社長なのか、個人でやっておられるのかって聞いているのです。 

事務局（宅和係長） 

  ８９番は個人でされるということでございます。 

高西会長 

  それなら、今、地元委員さんが言われたことが違っているということですか。 

事務局（宅和係長） 

  ９０番の資材置場は○○が。 

高西会長 

  いや、それは分かっています。議案確認すれば。それで聞いているのです。何で聞いているか分からないと思うので、あの９０番につい
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ては、南側に住宅があったでしょう。そうすると太陽光は、将来あそこでされるなら、南に向きますよね。そうすると、隣の人は反射熱で

気温が上がるので、トラブルがいっぱい起きているのです。ですので、その将来のことをちょっと聞いてみようかなと思ったので、それで

聞いたのです。今、これについてどうこう言うんじゃないよ。わからないなら、わからないので、きちんと次回に調べますならそれでいい

けども、いい加減なことはいけないということです。地元委員と事務局が言うことが違うようじゃいけません。 

１４番（松林委員） 

  これ、あれでしょう。地主が○○さんで両方が、８９番は○○さんが賃借でしなると。 

６番（森中委員） 

  あのう、会社は○○さんがやられる、両方とも。 

高西会長 

  ということは、○○さんが土地を取得して、それを○○さんにリースしてってことですか。 

１４番（松林委員） 

  そういうことだ。 

事務局（長谷川主任） 

  すみません、○○さんが現地の工事をされます。売電収入は○○さんご自身がもらわれます。 

高西会長 

  それなら事業者は○○さんですね。 

事務局（長谷川主任） 

  ○○さん個人です。それで、○○さんの名前で申請いただいています。 

高西会長 

  事業者は、作る者と事業する者は違いますから、よく勉強しとかんと。何にもかんにもごっちゃにしちゃいけません。うん、わたしはわ

かりました。もうちょっとその辺、事務局はきちんと。 

議長（三島委員） 

  他に。 
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４番（吉澤委員） 

  これ、同じ地主さんですけど、８９番は一月○○、一年で○○、賃料が。９０番は、ほぼ同じ１反で土地を○○で売っておられるけどね。 

事務局（山本主幹） 

  失礼します。今、ご指摘がありましたとおり、年間○○でございます。大変失礼しました。大変申し訳ございません。８９番の賃料でご

ざいますけども、その他のところで、賃料１か月○○と書いてありますが、年間○○でございます。 

高西会長 

  局長、よく指導しとかないといけませんよ。 

事務局（池口事務局長） 

  申し訳ありません。 

議長（三島委員） 

他にございませんか。そういたしますと採決をしたいと思います、異議のない方は、挙手をお願いいたします。挙手多数ということで異

議なしと認め、許可申請は適当である旨の意見を付すことといたします。 

続きまして、番号９１の淀江町今津について審議します。地元委員さんから説明をお願いいたします。 

１番（生田委員） 

 ９１番の議案について説明します。申請者は議案のとおりで、申請地は今津の田で、面積は１４５６．７３平方メートルです。場所は、

今日２番目に現地調査したところです。申請人は、市内を中心に不動産業を営んでいます。周辺の宅地化の状況から需要があると見込んで、

建売住宅の建築を考えたものです。実行組合の排水同意もあります。今津○○は、水道管と下水管がある道路に面しており、５００メート

ル以内に二つ以上の病院があるため、第３種農地に該当すると思われます。今津○○は、住宅等が連たんする区域に隣接する区域内の農地

であるため、第２種農地に該当すると思われます。また、淀江町は非線引き都市計画区域であるため、３，０００平方メートル未満の本件

は開発許可不要と確認しています。転用については問題ないと思います。よろしくお願いします。 

議長（三島委員） 

ただ今、地元委員さんからの説明がありましたが、ご意見、ご質問等がございませんか。 

５番（安達委員） 
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  現地を見た印象ですけど、水田を作っておられたように思います、去年までは、多分。建売の需要があるとありましたが、農地としても

非常にいいところではないかなと思いつつ、手放されるのかなあと思って見ていました。農地として活用できなかったのかなという思いが

残りました。審議に関わることではありませんが、以上です。 

議長（三島委員） 

  他にございませんか。 

そういたしますと採決をしたいと思います、異議のない方は、挙手をお願いいたします。挙手多数ということで異議なしと認め、許可申

請は適当である旨の意見を付すことといたします。 

続きまして、１０ペ－ジ議案第５０号をお願いいたします。 

   米子市農用地利用集積計画の決定について、米子市長が作成した、別紙農用地利用集積計画（案）について、農業経営基盤強化促進法第

１８条第１項の規定により決定を求めます。今月は利用権設定が１９件ございます。 

それでは、利用権設定各筆明細について、１３ページ番号１－１から１６ページ番号１－１９まで一括して審議いたします。事務局から

説明をお願いします。 

事務局（河野主幹） 

１３ページ番号１－１は、借受人の要望による貸付です。番号１－２から番号１－３は、再設定です。番号１－４から番号１－５は、貸

付人が高齢化したための経営縮小による貸付です。１４ページ番号１－６は、再設定です。番号１－７及び番号１－８は、借受人の要望に

よる貸付です。番号１－９は、貸付人が、耕作不便・低生産のために貸付けるものです。番号１－１０は、再設定です。１５ページ番号１

－１１及び番号１－１２は、再設定です。番号１－１３及び番号１－１４は、貸付人の兼業による経営縮小のために貸付けるものです。番

号１－１５は、再設定です。１６ページ番号１－１６から番号１－１９は、再設定です。 

以上、番号１－１から番号１－１９は、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たしていると考えます。ご審議よろしくお

願いします。 

議長（三島委員） 

ただ今、事務局からの説明がありましたが、ご意見、ご質問等がございますか。 

５番（安達委員） 
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  事務局に補足していただきたいのですが、１４ページの１－９です。賃借が１５０という数字が目に入ってしまって、これはこの数字で

間違いはないですよね。 

議長（三島委員） 

  事務局どうぞ。 

事務局（河野主幹） 

  一筆当たり１５０キログラムの現物ということだと思うのですが。 

事務局（池口事務局長） 

  あの、米で払うという。 

事務局（宅和係長） 

  単位がキログラムになっています。 

５番（安達委員） 

  ということですか。 

事務局（河野主幹） 

  一筆当たり１５０キログラムを現物により納付です。 

５番（安達委員） 

  わかりました。 

議長（三島委員） 

  他にございませんか。 

そういたしますと採決をしたいと思います、異議のない方は、挙手をお願いいたします。挙手多数ということで異議なしと認め、決定と

いたします。 

続きまして、１８ページ利用権設定各筆明細（農地中間管理権を取得する場合）について、番号１－１から４９ページ番号１－１５３ま

で、一括して審議いたします。そういたしますと、事務局から説明をお願いいたします。 

事務局（河野主幹） 
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鳥取県農業農村担い手育成機構が行う中間管理権の取得についてご説明いたします。 

今回は、１５３件の案件がございますので、議案の番号の下のところにＡ，Ｂ，Ｃの記号を振ってございます。 

それぞれの理由は、Ａが地権者の意向による貸し付け、Ｂが相対の契約から中間管理事業への切替え、Ｃが合理化事業から中間管理事業

への切替ということですのでよろしくお願いします。今回はＡが１３０件、Ｂが２４件、Ｃはありませんでした。 

補足ですが、２２ページ番号１－２４については、３筆のうち上２筆が相対の契約から中間管理事業への切替えで、下の１筆が地権者の

意向によるものです。 

以上、番号１－１から番号１－１５３まで、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たしていると考えますので、ご審議よ

ろしくお願いします。 

議長（三島委員） 

ただ今、事務局からの説明がありましたが、ご意見、ご質問等がございますか。 

事務局（宅和係長） 

  すみません、補足説明をさせてください。２６ページ番号１－４０から最後までですが、この度、大量に中間管理権の取得が出ています。

この理由は、平成２６年度中に農業委員会が行いました、農地利用意向調査で中間管理事業を利用したいという希望が出てきた農地を中間

管理機構に通知しており、そこで、中間管理権の取得につながったものが、番号１－４０から番号１－１５３まで、１１１件、２００筆で

約１３ヘクタール出ております。これが、この度、大量に中間管理権の取得が出た理由でございます。以上です。 

高西会長 

  調査してよかったですね。 

４番（吉澤委員） 

  これは、ざっと、どういったほ場なのですかね。 

事務局（宅和係長） 

  農振の青地でございます。 

４番（吉澤委員） 

  これは農振の青地ですか。 
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事務局（宅和係長） 

  はい。 

議長（三島委員） 

他にございませんか。沢山出ておりますので。 

事務局（宅和係長） 

もう一点補足させてください。 

今回利用意向調査で中間管理権の取得につながったものは、期間は３年間で使用貸借です。中間管理機構がお金を払わずに３年間借りる

ということになっています。３年間で相手を見つけ、相手が見つかった場合は、賃貸借に切り替えるよう相談をされるということになって

おります。以上です。 

議長（三島委員） 

他にございませんか。 

そういたしますと採決をしたいと思います、異議のない方は、挙手をお願いいたします。挙手多数ということで異議なしと認め、決定と

いたします。 

次に、５１―２ぺ－ジ、議案第５１号をお願いいたします。 

農地中間管理事業の推進に関する法律に基づく農用地利用配分計画に係る意見照会に対する回答について、米子市長が作成した、別紙、

農用地利用配分計画（案）について、農地中間管理事業の推進に関する法律第１９条第３項の規定に基づき意見を求めます。 

それでは、５２ページ番号１から５８ページ番号１４について、一括して審議いたします。そういたしますと、事務局から説明をお願い

いたします。 

事務局（河野主幹） 

今月の農地中間管理事業利用配分計画について、耕作者選定理由をご説明いたします。 

５２ページ番号１から５８ページ番号１４まで全て、近隣ほ場の耕作者であるため配分するものです。 

以上です。ご審議よろしくお願いします。 

議長（三島委員） 
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ただ今、事務局からの説明がありましたが、ご意見、ご質問等がございますか。 

１４番（松林委員） 

  参考までだけど、管理機構から相手に対してこういうふうにつながりましたと管理機構から通知が行くのですか。 

事務局（宅和係長） 

  事務の流れでございますが、この度の利用配分計画を農林課が案として決定し、機構に提出します。それを機構から正式に県の方に申請

をします。県が審査をして告示をした場合は、通知が担い手機構から地権者さんと借人の方に出ます。以上です。 

高西会長 

  機構から農業委員会には報告はないわけか。 

事務局（宅和係長） 

  農業委員会には、県の本課の方から通知が来ます。 

高西会長 

  それで、あの、この農地部会には通知が来てからまた報告するわけか。 

事務局（宅和係長） 

  農地部会では報告はしておりません。 

高西会長 

  今迄な、中間管理機構が個人から受けて、そうして次に耕作される人をあっせんしますよね。そうしたときは、ここで説明がありません

でしたか。 

事務局（宅和係長） 

  それが、この利用配分計画ということになっております。 

１４番（松林委員） 

  今、言いなったようにね。今の審議で農業委員会がＯＫといった場合は、県や管理機構が手続きを進めるということでしょう。農業委員

会の仕事は、今回の皆さんの同意を得るということでしょう。 

事務局（宅和係長） 
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  この、農林課が作りました案に同意するかどうかと。 

１４番（松林委員） 

  そうでしょう。 

高西会長 

  ということは、中間管理機構が、地権者から申し出があって、それならお世話するとなりますよね、これ。機構があっせんをして、そこ

から機構が誰に貸したかということは農業委員会ではわかりませんか。 

事務局（宅和係長） 

  この利用配分の計画どおりに配分されます。 

高西会長 

  例えば、５２ページの１の西伯郡伯耆町の○○さんの分では、これは機構があっせんをして○○さんに耕作してくれとしたものでしょ。

ということは、１５０だとかありましたが。それは、まだ誰に貸せるかわかってないですよね。 

事務局（宅和係長） 

  ３年間で使用貸借の部分は決まっておりません。 

高西会長 

  それなら、この中で決定してないのはどれですか。 

事務局（宅和係長） 

  決定していないものですが、２６ページ番号１－４０から４９ページの番号１－１５３までが決まっておりません。 

高西会長 

  これが決まったらどうなりますか。 

事務局（宅和係長） 

  決まりましたら、利用配分計画に出てきます。 

高西会長 

  出てくるだけど、それが農地部会に報告があるわけか。この前みたいに。 
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事務局（宅和係長） 

  基本的には、賃貸借に切り替えることになりますので、利用権設定でもう一回審査をすることになります。 

高西会長 

  もうすこしわかるように説明してもらえませんか。 

１４番（松林委員） 

  １８ページの１－１のＢに書いてありますよね。これが今の５２ページの番号１になっているということですよね。 

高西会長 

  わかり易く言うと、３９までは借り手が決まって、だけども４０から１５３までは決まってないと、だから３年間かけて探すと、３年間

かけて探しても見つからないものは、また地権者に返すだろうけど、その間に耕作する人を機構が探したら３９番みたいにまた、報告しま

すということでしょう。そのことです。 

議長（三島委員） 

他にございませんか。 

そういたしますと採決をしたいと思います、異議のない方は、挙手をお願いいたします。挙手多数ということで異議なしと認め、適当で

ある旨を回答いたします。 

審議事項は以上でございます。続いて報告事項に移ります。 

５９ぺ－ジ、（１）農地法第４条第１項第７号の規定による農地転用届出書の受理について４件を受理しております。 

続きまして、６０ぺ－ジから６１ページ、（２）農地法第５条第１項第６号の規定による農地転用届出書の受理について６件を受理して

おります。 

続きまして、６２ぺ－ジ、（３）農地法第１８条第６項の規定による通知書の受理について６件を受理しております。 

続きまして、６３ペ－ジ、（４）非農地現況証明について４件を証明しています。 

続きまして、６４ページから６５ページ（５）農地等の現況に係る照会に対する調査結果について、鳥取地方法務局米子支局からの地目

変更登記申請に係る照会に対し、２件を非農地である旨、回答しております。 

続きまして、６６ページから６７ページ（６）農地転用現況確認書交付について８件を交付しています。 



20 

 

続きまして、会長に県農業会議会議員の事務報告をお願いします。 

高西会長 

（鳥取県農業会議会議員の事務報告） 

議長（三島委員）  

そういたしますと、本日予定していました審議は以上のとおりですが、議題などの追加はありませんか。 

ないようですので、事務局から連絡事項があれば説明してください。 

事務局（宅和係長） 

（ 事 務 連 絡 ） 

議長（三島委員）  

これを持ちまして、第１４２回農地部会を終了します。  


